
単 位 数 年 間 授 業 時 間 ７０　時間

使用教科書 ( 出版社 )

補 助 教 材 等

【評価の観点・方法】
食生活をつくる
食生活の文化と知恵

日本や世界の食文化を知る。 住生活をつくる
住生活の計画と選択

安全で快適な住生活について、また健康
な住生活について知る。

〔評価の観点〕
定期考査、実習、プリントの提出、授業態度、出欠席

〔評価方法〕
上記を総合して評価をする。

７
月

１
２
月

食生活をつくる
食事と栄養・食品

さまざまな栄養素について理解する。 住生活をつくる
住生活について考え
る

住居の機能や時代による変化を理解す
る。平面図の見方を理解する。

食生活をつくる
調理の基礎

調理実習の基本を知る。 高齢社会を生きる
高齢者を支える

高齢者を支える仕組みを知る。
年金セミナーの実施により、理解を深め
る。

食生活をつくる
これからの食生活
食生活の文化と知恵

環境負荷の少ない食生活を理解する。
日本や世界の食文化を知る。

高齢社会を生きる
高齢者の心身の特徴

老化や高齢期の生活課題について知る。

６
月

食生活をつくる
食生活の安全と衛生

食品の選択と保存、衛生、安全について
理解する。

１
１
月

高齢社会を生きる
高齢期を理解する

人の一生と高齢期や高齢社会の現状と課
題を理解する。

３
月

子どもと共に育つ
これからの保育環境

現代の子育て環境や、地域社会の関わり
について理解する。

２
月

食生活をつくる
調理の基礎

調理実習の基本を知る。 子どもと共に育つ
子どもの触れ合いか
ら学ぶ

幼い子どもとの触れ合いについて、絵本
や折り紙などを通して理解する。

子どもの生活習慣または生活と保育につ
いて理解する。

５
月

食生活をつくる
食生活の安全と衛生

食品の選択と保存、衛生、安全について
理解する。

1
0
月

子どもと共に育つ
親としてともに育つ

食生活をつくる
生涯の健康を見通し
た食事計画

栄養バランスのよい食事を理解する。
献立の立て方を理解する。

子どもと共に育つ
子どもの育つ力を知
る

子どもの心身の発達について理解する。

食生活をつくる
生涯の健康を見通し
た食事計画

食品群別摂取量の目安について知る。 子どもと共に育つ
子どもの育つ力を知
る

子どもの心身の発達について理解する。 住生活をつくる
住生活について考え
る

平面図を理解し、住みやすい住居を考え
る。

具体的な指導目標【年間授業計画】

４
月

食生活をつくる
食生活の課題につい
て考える

自身の食生活を見直し、現代の食生活の
課題を知る。

９
月

子どもと共に育つ
命を育む

子どもの誕生について復習する。

１
月

住生活をつくる
住生活について考え
る

平面図を理解し、住みやすい住居を考え
る。

教 科 担 当 者

指導内容
【年間授業計画】

具体的な指導目標【年間授業計画】
指導内容
【年間授業計画】

具体的な指導目標【年間授業計画】
指導内容
【年間授業計画】

科 目 家庭総合 ２　単位

対 象 学 年 ・ （ 組 ）
３年（１～５組） 家庭総合　自立・共生・創造（東京書籍）

必　　修 最新　生活ハンドブック（第一学習社）
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